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「NINAGAWA 千の目
まなざし

」&「talk・talk・talk」
蜷川幸雄がホストとして彩の国さいたま芸術劇場に様々なお客様をお迎えし、公開対談をしている

「NINAGAWA 千の目（まなざし）」のシリーズと、アーティストと共に蜷川が刺激的な対話を公開で展開する
「talk・talk・talk」のシリーズ。共に毎回、好評をいただいているが、11 月からの顔ぶれも興味深い人たちが揃う。
来年早々に、同劇場で上演する、蜷川演出の『コリオレイナス』に出演する女優の白石加代子さん。
演出家として、海外での活動も積極的な、宮本亜門さん。
表現者として、今、蜷川が注目しているダンサーの森山開次さんと、いずれも聞き逃せない対談が期待できそうだ。

【日時】 11月23日（木・祝）

　　 開演 13:00（約1 時間）

【会場】 彩の国さいたま芸術劇場
　　映像ホール

【定員】 150名 ＊募集期間は終了しています。

早稲田小劇場(SCOT) を経て現在に至る。舞台を中心に映像でも活躍。主な舞台出演作品
に、『劇的なるものをめぐって−Ⅱ』『トロイアの女』『東海道四谷怪談』『バッコスの信女』『クリ
テムネストラ』『悲劇』『桜の園』、現代能『鷹井』、『メアリー・スチュアート』『常陸坊海尊』『ミザ
リー』『８人で探すリア王』『グリークス』『おやすみ、母さん』『リア王−影法師−』など。蜷川演
出作品に『夏の夜の夢』『身毒丸』『ペリクリーズ』『グリークス』『天保十二年のシェイクスピア』
がある。又、連続企画『百物語』『源氏物語』を行っている。『百物語』は海外でも評価が高い。
観世寿夫記念法政大学能楽賞受賞、第1 回・第3 回読売演劇大賞優秀女優賞、スポニチ文化
芸術大賞優秀賞、芸術選奨文部科学大臣賞など数々の賞を受賞。2005 年紫綬褒章受章。07
年彩の国シェイクスピア・シリーズ第16 弾『コリオレイナス』への出演が決定。

演出家 蜷川幸雄 ×

女優 白石加代子第6 回

K A Y O K O
S H I R A I S H I

【日時】 2007 年1 月8 日（月・祝）

　　 開演 13:00（約1 時間）

【会場】 彩の国さいたま芸術劇場
　　小ホール

【定員】 346 名（入場無料）

1958 年生まれ、東京都出身。出演者、振付師を経て、2 年間ロンドン、ニューヨークに留学。帰国
後の1987 年にオリジナルミュージカル『アイ・ガット・マーマン』でデビュー。翌88 年には、同作
品で「昭和63 年度文化庁芸術祭賞」を受賞。ミュージカルのみならず、ストレートプレイ、オペラ
等、現在最も注目される演出家として、活動の場を広げている。2004 年秋には、ニューヨークの
オンブロードウェイにて『太平洋序曲』を東洋人初の演出として手がけ、05 年同作はトニー賞の
４部門でノミネートされる。今年は5 月〜6 月ミュージカル『イントゥ　ザ　ウッズ』、6 月〜7 月
リーディング・ドラマ『Ｖ. Ｍ. 〜ヴァギナ・モノローグス』、9 月オペラ『フィガロの結婚』、11 月
オペラ『コジ・ファン・トゥッテ』を上演。07 年は1 月ブロードウェイ・ミュージカル『スウィーニー・
トッド』を上演予定。

演出家 蜷川幸雄 ×

演出家 宮本亜門第7回

A M O N
M I Y A M O T O

①「千の目」第7 回
②「talk・talk・talk」第４回　応募方法
はがきに以下の事項を記入の上、締切日までにご
投函ください。（応募多数の場合は抽選を行ない
ます。この場合、入場券の発送をもって抽選結果
の発表にかえさせていただきます。）なお、メンバー
ズの方に対する優先枠を設けています。

●記入事項
（１）郵便番号・住所　（２）氏名　（３）年齢
（４）会員番号（メンバーズの方）　（５）希望人数
（１枚のはがきで2 名様まで）

●応募締切
①12月22日（金）
②11月25日（土）（いずれも当日消印有効）

●応募先
〒338-8506　さいたま市中央区上峰3-15-1
埼玉県芸術文化振興財団
①「千の目 1/8 入場募集係」
②「talk・talk・talk 12/9 入場募集係」

●問合せ
財団メンバーズ事務局　048-858-5507

「ＮＩＮＡＧＡＷＡ千の目
ま な ざ し

」

1973 年生まれ。21 歳でダンスを始める。国内海外の多数のダンス公演に参加。しなやかながら直線的で、空間を切り裂くような独特の表
現に定評があり、2001 年エジンバラフェスティバルにて「今年最も才能あるダンサーの1 人。彼1 人のために観にいく価値あり」（スコッツ
マン誌）と評された後、ソロ活動開始。神社境内での公演等実験的な活動と、和の素材を用いた独自の作品世界で知られ、特に能を題材
とした『弱法師』『OKINA』で各媒体から評を集める。2005 年1 月ニューヨークにて発表、「驚異のダンサーによる驚くべきダンス」（ニュー
ヨークタイムズ紙）と評されたソロ作品『KATANA』で、本年9 月初の全国5 箇所ツアーを終了。来年以降海外での上演を予定している。ダ
ンス公演のみならず、映画『茶の味』『ナイスの森』出演、2004 年よりNHK 教育『からだであそぼ』レギュラー、演劇『スケリグ』のタイトル
ロール、TVCF、写真作品への参加等、幅広い分野での身体表現に積極的に挑戦。今もっとも注目の男性アーティストの1 人である。

【日時】 12 月9日（土）　 開演 13:00（約1 時間）

【会場】 彩の国さいたま芸術劇場 小ホール
【定員】 346名（入場無料）

演出家  蜷川幸雄 ×

ダンサー 森山開次

「talk・talk・talk」第4 回

K A I J I  M O R I Y A M A

PICK UP COMMUNICATION




